























































1. 卵子提供の倫理的・法的状況  
 
1-1. 卵子に関する基本的な倫理的問題 

































































































2-2. 米国 NY 州による卵子ドナー志望者へのガイドブック 
 NY 州の「生命と法に関するタスクフォース」（The New York State Task Force on Life 




























































































































































3-1. NY 州ガイドブックの情報内容の影響の可能性 
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